
(1) 平群町長寿会新聞  第３２２号  ２０２０年（令和２年） １月１日  1
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平
等
寺
長
寿
会 会

長 

小
谷
川 

勝 
 

平
等
寺
長
寿
会
の
現
在
の
会
員
数
は

45
名
で
す
。
男
性
は
17
名
、
女
性
は
28

名
で
、
そ
の
内
、
高
齢
者
は
８
名
で
す
。 

長
寿
会
会
長
の
任
期
は
原
則
と
し

て
1
年
で
す
が
、
本
人
の
希
望
が
あ
れ

ば
延
長
も
可
能
で
す
。
健
康
委
員
の
任

期
は
１
年
で
、
翌
年
は
会
長
と
し
て
努

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
女
性
部
長
の
任

期
は
１
年
～
２
年
で
す
が
、
希
望
が
あ

れ
ば
延
長
が
可
能
で
す
。
そ
の
他
役
員

は
会
長
が
兼
務
し
ま
す
。 

集
会
の
案
内
は
１
ヶ
月
前
に
配
布

し
ま
す
。
年
４
回
（
４
月
、
８
月
、
10 

 

月
、
１
月
）
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
出 

                                          

席
者
は
ほ
ぼ
毎
回
決
ま
っ
た
人
で
１０
名

前
後
で
す
。
集
会
は
理
事
会
の
議
題
に

沿
っ
て
報
告
し
ま
す
が
、
地
区
の
中
で

の
問
題
点
や
、
気
に
な
っ
た
こ
と
、
要
望

な
ど
は
自
由
に
話
し
合
い
ま
す
。
い
わ

ば
井
戸
端
会
議
で
す
。
年
３
回
は
お
茶

や
食
事
を
用
意
し
て
、
３
時
間
ぐ
ら
い

話
し
合
い
ま
す
。
１
月
は
毎
年
近
く
の

料
理
店
や
、
ホ
テ
ル
で
新
年
会
を
開
催

し
て
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。 

 
 

集
会
は
、
今
後
、
各
人
の
楽
し
か
っ
た
体

験
話
し
や
、
趣
味
を
さ
れ
て
い
る
方
の

話
な
ど
聞
か
せ
て
貰
え
る
こ
と
が
で
き

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
話

題
を
決
め
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
意

見
を
交
換
し
て
活
気
あ
る
集
会
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
5
回
理
事
会 

開
催 

定
例
総
会
・
舞
台
発
表
会
は 

、 

5
月
15
日
（
金
） 

作
品
発
表
会 

は
、 

6
月
12
日
・
13
日
に
決
定 

 

長
寿
会
連
合
会
会
長 

岡 

嘉
道 

12
月
13
日
（
金
）
10
時
か
ら
、
か
し
の

き
荘
新
館
会
議
室
に
お
い
て
、
36
地
区

会
長
（
竜
田
川
団
地 

藤
井
会
長
欠
席
）
、

本
部
役
員
・
顧
問
・
参
与
が
出
席
し
て
、

2
0

1
9

年
度
第
5
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
全
て
原
案
ど

お
り
了
承
・
議
決
さ
れ
た
の
で
、
つ
ぎ
の

と
お
り
ご
報
告
し
ま
す
。 

な
お
、
令
和
2
年
度
定
例
総
会
と
舞

台
発
表
会
は
、
5
月
15
日
（
金
）
に
、
作

品
発
表
会
は
6
月
12
日
（
金
）
～
13
日

（
土
）
に
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

【
報
告
・
連
絡
事
項
】 

１
． 

専
門
部
関
係 

➀
女
性
部 

（1）
介
護
施
設
慰
問 

①
11
月
14
日 

第
2
グ
レ
ー
ス
の
里 

和
歌
朗
詠
ク
ラ
ブ
応
援 

13
人
参
加 

②
12
月
6
日 

第
1
グ
レ
ー
ス
の
里 

女
性
部
有
志
・
榎
木
さ
ん
伴
奏 

（2）
女
性
部
社
会
見
学 

・
1
月
24
日 

か
し
の
き
荘
～
（
町
バ

ス
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局 

②
健
康
部 

（1）
第
２
回
健
康
推
進
委
員
会 

・
10
月
21
日 

健
康
推
進
委
員 

7

人 

（2）
第
2
回
健
康
委
員
会 

・
10
月
25
日 
28
人
出
席 

・
2019
年
度
上
期
事
業
活
動
中
間
報
告 

・
講
演
「
ロ
コ
モ
」
、
「
フ
レ
イ
ル
」 

講
師 

貞
岡 

佳
子
氏
（
理
学
療
法
士
） 

（3）
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
第
105
回
11
月
3
日 

藤
田
家
住
宅
～ 

白
山
神
社 

16
人
参
加 

・
第
106
回
12
月
24
日 

鳥
土
塚
古
墳
～ 

御
櫛
神
社 

5
㎞ 

（4）
長
寿
会
「
第
4
回
健
康
フ
ェ
ス
タ
」 

・
11
月
19
日 

総
合
ス
ポ
ー
ツ
Ｃ 

地
区
会
長
、
地
区
健
康
委
員
、
本
部
役

員
、
健
康
部
員
、
有
志
他
41
人
参
加 

③
伝
承
交
流
部 

・
11
月
23
日 

大
空
の
家
ま
つ
り
～ 

 
 

昔
遊
び
他 

・
11
月
25
日 

吉
新
長
寿
会
マ
ジ
ッ
ク 

・
12
月
8
日 

初
香
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

～
マ
ジ
ッ
ク 

・
1
月
18
日
光
ヶ
丘
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～ 

マ
ジ
ッ
ク 

・
1
月
20
日 

南
小
学
校
～
昔
遊
び 

（
裏
面
に
続
く
） 

誰
し
も
健
康
で
長
生
き
し
た
い 

と
願
っ
て
い
る
筈
◇
だ
が
、
各

自
ど
れ
ほ
ど
「
努
力
」
し
て
お
ら

れ
る
か
？
◇
そ
の
た
め
に
、 

「
健
康
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
よ
う
」
を
提
案
し
た
い
◇
突
然 

の
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
高
血
圧
症
、
糖

尿
病
等
も
必
ず
原
因
が
あ
る
◇
先
天
的

な
も
の
も
あ
る
が
、
平
素
の
「
生
活
習
慣
」

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
◇
平
素
の
「
努

力
」
で
は
、
禁
煙
、
就
寝
前
の
歯
磨
き
、

良
い
睡
眠
、
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
生
活
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
が
ベ
ス
ト
だ
◇
ま
た
定
期

的
に
「
健
康
診
断
」
を
受
診
し
、
指
摘
事

項
の
改
善
に
努
力
す
る
こ
と
も
◇
一
方

で
、
男
性
に
多
い
「
何
か
言
わ
れ
た
ら 

怖
い
」
の
で
受
診
し
な
い
、
病
院
に
罹
っ

て
い
る
の
で
受
診
し
な
い
、
な
ど
「
理
由
」

を
並
べ
る
◇
折
角
受
診
し
て
も
指
摘
事

項
を
放
置
す
る
人
が
多
い
と
聞
く
◇
女

性
特
有
の
乳
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
子

宮
頸
が
ん
、
子
宮
内
膜
症
も
見
逃
せ
な

い
◇
ど
の
病
気
も
「
早
期
発
見
」
で
「
早

期
治
療
」
が
治
癒
も
早
く
、
自
分
の
幸
せ
、

家
族
の
幸
せ
に
通
じ
る
◇
努
力
の
甲
斐

な
く
、
病
気
を
患
わ
れ
た
方
に
は
ご
め

ん
な
さ
い
◇
平
群
町
の
健
康
づ
く
り
の

標
語
「
健
診
を
受
け
て
伸
ば
そ
う
健
康
寿

命
」
を
今
一
度
確
か
め
て
お
互
い
「
努
力
」

し
た
い
も
の
だ
。 

                                                        

会
長
年
頭
挨
拶 

 

「
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
」
の
普
及
拡
大
に
向
け
て 

 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

会
長 

岡 

嘉
道 

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。
37
地
区
長
寿
会
と
二
千
二
百
余
名
の

会
員
皆
様
方
に
は
お
健
や
か
に
希
望
を
以
っ
て
令
和
初
の
元
旦
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
当
連
合
会
の
諸
事
業
に
対
し
、
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
連
合
会
は
、
今
年
も
政
治
と
宗
教
活
動
に
は
関
わ
る
こ
と
な
く
、
長
寿
会
の
活
動

理
念
で
あ
る
（
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
、
交
流
）
に
沿
っ
て
積
極
的
に
事
業
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
先
進
地
区
と
し
て
、
椿
台
長
寿
会
と
本
部
の
高
齢
者
相
互
支

援
事
業
部
が
共
同
で
進
め
て
き
ま
し
た
、
愛
称
「
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
」を
10
月
20
日
に
オ

ー
プ
ン
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
11
月
、
12
月
と
大
変
盛
況
で
利
用

者
も
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
椿
台
地
区
で
の
本
部
と
の
共
同
の
実
証
実
験
は
三
月

で
終
了
さ
せ
、
そ
の
時
点
で
椿
台
長
寿
会
に
は
自
立
し
て
い
た
だ
き
、
「
お
し
ゃ
べ
り
食

堂
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
希
望
す
る
他
の
地
区
長
寿
会
に
も
開
放
す
る
計
画
で
す
。
ま
だ
ま

だ
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
沢
山
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
平
群
町
の
昨
年
十
月
末
の
高
齢
化
率
は

3
7

.5

％
、
こ
の
よ
う
な
超
高
齢
化

社
会
の
下
で
、
長
寿
会
が
地
域
の
担
い
手
と
し
て
益
々
多
岐
・
多
様
化
す
る
高
齢
者
の

生
活
上
の
ニ
ー
ズ
に
適
格
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
で
元
気
な
高
齢
者
が
、

そ
う
で
な
い
高
齢
者
の
支
援
を
仲
間
と
し
て
担
う
「
高
齢
者
相
互
支
援
体
制
」
を
構
築

し
、
更
に
そ
の
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
手

始
め
に
、
昨
年
４
月
よ
り
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
」
を
成
功
さ
せ
、

４
月
以
降
も
、
順
次
他
地
区
へ
の
展
開
を
図
り
、
そ
の
後
に
「家
事
支
援
」
、
「外
出
・移

動
支
援
」
、
「災
害
発
生
時
避
難
支
援
」
、
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

こ
の
こ
と
が
長
寿
会
連
合
会
の
魅
力
づ
く
り
に
必
ず
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

結
び
に
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
充
実
し
た
令
和
２
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

甘口辛口 

発行 

平 群 町 

長 寿 会 

ふれあい 

情報部 

謹
ん
で
新
年
の 

ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

令
和
二
年 

元
旦 

理
事
（
本
部
役
員
・
地
区
会
長
）
一
同 

 

会 

長 
 
 
 
 

 

岡 
 

嘉
道 

副
会
長
・
会
計 

 
 

米
田 

世
紀
子 

副
会
長
・
女
性
部
長 

日
下 

多
喜
子 

副
会
長
・
健
康
部
長 

難
波 

尊
志 

副
会
長
・
健
康
部
副
部
長 

 

籏
谷 

文
雄 

副
会
長
・
友
愛
活
動
部
長 

 

中
戸 

資
祝 

 

副
会
長
・
ク
ラ
ブ
統
括
部
長 

日
笠 

晴
正 

 

同
・
副
部
長 

 
 
 

樫
原 

冽 

副
会
長
・
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

奥
田 

 

徹 
 

同
・
副
部
長 

 
 

前
田 

重
雄 

会
計
監
査 

 
 
 

 
 

辻
本 

達
雄 

 

同 
 

 
 

 
 

 

森 
 

輝
子 

参
与
・
伝
承
交
流
活
動
部
長 

岡
本
美
智
子 

顧
問
・
ふ
れ
あ
い
情
報
部
長 

扇
田 

修
身 

鳴
川
会
長 

 
 
 

 

應
田 

博
康 

櫟
原
会
長 

 
 
 

 

猪
川 

高
敏 

椿
台
会
長 

 
 
 

 

中
戸 

資
祝 

緑
ヶ
丘
会
長 

 
 

 

奥
田 

徹 

菊
美
台
会
長 

 
 

 

寺
川 

澄
夫 

椣
原
会
長 

 
 
 

 

辻
本 

達
雄 

西
向
会
長 

 
 
 

 

前
田 

傳 

上
庄
会
長 

 
 
 

 

中
川 

克
己 

上
庄
台
会
長 

 
 

 

中
西 

素
直 

月
見
台
会
長 

 
 

 

扇
田 

節
子 

梨
本
会
長 

 
 
 

 

小
野 

建
弘 

若
葉
台
会
長 

 
 

 

柏
木 

勲 

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
若
葉
台
会
長 

井
戸 

暉 

御
陵
苑
会
長 

 
 

 

田
辺 

幸
雄 

吉
新
会
長 

 
 
 

 

中
本 

昭
盛 

三
里
会
長 

 
 
 

 

岳
室 

安
彦 

下
垣
内
会
長 

 
 

 

小
坂 

征 

平
等
寺
会
長 

 
 

 

小
谷
川 

勝 

福
貴
会
長 

 
 
 

 

塩
野 

善
彬 

初
香
台
会
長 

 
 

 

木
津 

照
雄 

五
月
台
会
長 

 
 

 

永
田 

文
人 

光
ヶ
丘
会
長 

 
 

 

松
本 

博
行 

福
貴
団
地
会
長 

 
 

西
村 

佳
子 

福
貴
畑
会
長 

 
 

 

谷
口 

智 

久
安
寺
会
長 

 
 

 

表 
 

昌
司 

信
貴
畑
会
長 

 
 

 

安
井 

武 

椹
原
会
長 

 
 
 

 

岡
田 

富
一 

越
木
塚
会
長 

 
 

 

巳
波 

元
二 

若
井
会
長 

 
 
 

 

池
田 

清
美 

春
日
丘
会
長 

 
 

 

樫
原 

冽 

西
宮
会
長 

 
 
 

 

西
畑 

茂
郎 

日
立
団
地
会
長 

 
 

安
保 

公
靖 

椿
井
会
長 

 
 
 

 

阪
口 

昌
弘 

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
会
長 

赤
嶺 

勝
一 

竜
田
川
団
地
会
長 

 

藤
井 

正
博 

北
信
貴
ケ
丘
会
長 

 

土
井 

重
尋 

信
貴
山
会
長 

 
 

 

國
分 

信
孝 



(2) 平群町長寿会新聞  第３２２号  ２０２０年（令和２年） １月１日  (

表
面
よ
り) 

 

④
ふ
れ
あ
い
情
報
部 

・
1
月
号 

12
月
26
日 

印
刷
・
発
行 

・
2
月
号 

編
集
委
員
会
1
月
18
日 

1
月
29
日 

印
刷
・
発
行 

⑤
ク
ラ
ブ
統
括
部 

・
第
3
回
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議 

・
2
月
13
日 

新
館
会
議
室 

 
 

 
 

➅
友
愛
活
動
部 

・
第
3
回
友
愛
活
動
部
委
員
会 

・
2 
月
19
日 

～
新
館
会
議
室 

 
 

⑦
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
役
員
会 

・
第
9
回 

11
月
15
日 

・
第
10
回 

12
月
20
日 

・
第
11
回 

1
月
17
日 

・
「
高
齢
者
向
け
地
域
ふ
れ
あ
い
食
堂
」

愛
称
「
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
」
進
捗
状
況 

・
9
月
1
日
～
29
日 

椿
台 

中
戸
邸 

内
外
の
環
境
整
備
（
完
了
） 

・
10
月
6
日 

開
店
リ
ハ
ー
サ
ル 

・
10
月
20
日
オ
ー
プ
ン 

41
人
参
加
） 

 

今
後
、
毎
月
第
3
日
曜
日
開
催
予
定 

 

※
12
月
分
よ
り 

Ｊ
Ａ
フ
ァ
マ
ー
ズ 

の
食
材
支
援
決
定 

 
 

【
別
紙
1
】 

（3）
「
お
困
り
ご
と
相
談
室
」 

・
第
26
回 

11
月
16
日 

健
康
相
談
室 

・
第
27
回 

12
月
21
日 

健
康
相
談
室 

・
第
28
回 

１
月
18
日 

健
康
相
談
室 

２
．
本
部
関
係 

 

➀
11
月
末
日 

会
員
数
速
報 

2148
人 

（
年
度
当
初
比
▲
12
人
）
【
別
紙
2
】 

②
各
地
区
社
会
奉
仕
活
動 

【
別
紙
3
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

・
10
月
1
日
～ 

随
時
事
務
局
へ
報
告 

③
秋
の
親
睦
一
泊
旅
行 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
11
月
28
日
～
29
日 

南
国
土
佐
高
知 

・
15
地
区 

43
名
参
加 

 

【
別
紙
4
】 

④
赤
い
羽
根
共
同
募
金
状
況
【
別
紙
5
】  

 
 

 
 

 
 

 
 

⑤
奈
良
県
人
権
教
育
推
進
協
議
会 

 

第
20
回 

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会 

・
11
月
13
日
～
広
陵
中
央
公
民
館 

中
戸
副
会
長
出
席 

⑥
町
救
命
講
習
会
へ
の
参
加 

・
11
月
14
日
～
中
央
公
民
館 

籏
谷
副
会
長
参
加 

⑦
合
同
受
賞
祝
賀
会
の
開
催 

・
11
月
2
日 

か
し
の
き
荘
2
Ｆ 

 

会
費
＠1

,0
0

0

円 
 

受
賞
6
地
区
長
寿
会
会
員
、
本
部
役

員
、
女
性
部
員
、
個
人
受
賞
者
（
福
祉

功
労
賞
）
、
有
志 

参
加
者
44
人 

⑧
第
10
回
「
大
空
の
家
ま
つ
り
」 

・
11
月
23
日
「
大
空
の
家
」
岡
会
長
出
席 

➈
健
康
相
談
室
」
の
休
業 

・
12
月
24
日
～
1
月
8
日 

⑩
「
平
群
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」 

・
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
整
備
資
金 

連
合
会 

1
万
円
寄
付 

【
別
紙
6
】 

２
． 

郡
生
連
関
係 

①
女
性
部
料
理
講
習
会 

・
10
月
31
日 

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩 

・
各
町
7
名
（
男
性
2
名 

扇
田
、
籏

谷
）
、
（
女
性
5
名
） 

②
第
4
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

・
11
月
27
日 

斑
鳩
ホ
ー
ル
当
町
29
名 

4
町
合
計 

100
名 

③
カ
ラ
オ
ケ
大
会
反
省
会 

・
12
月
10
日 

会
費
＠5

,0
0

0

円 

（
岡
、
米
田
、
日
笠
、
樫
原
、
扇
田
） 

４
．
県
老
連
関
係 

➀ 

指
導
者
研
修
会 

・
10
月
30
日 

県
社
会
福
祉
総
合
C 

か
し
の
き
荘
発
（
町
バ
ス
）
本
部
役
員

他
23
名
出
席 

・
各
賞
授
与
式
、
事
例
発
表
、
他 

② 
第
9
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

大
会
in
香
芝 

 
 
 

 
 
 
 

 

・
12
月
7
日 

香
芝
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合 

会
担
当
（
少
雨
決
行
）
約
6
㎞ 

・
当
町
か
ら
2
チ
ー
ム
8
名 

参
加 

【
協
議
事
項
】 

①
新
年
互
例
会 

・
1
月
10
日 

か
し
の
き
荘
２
Ｆ 

・
会
費
＠2

,0
0

0

円
（
内
弁
当1

,5
0
0

円
） 

・
地
区
会
長
、
地
区
女
性
部
長
、
地
区
健

康
委
員
、
ク
ラ
ブ
代
表
者
、
健
康
相
談

員
、
本
部
役
員
、
一
般
会
員
（
有
志
） 

参
加
申
込
〆
切
12
月
20
日
事
務
局
迄 

②
令
和
2
年
度 

定
例
総
会 

・
ク
ラ
ブ
舞
台
発
表
会
の
日
程
・
場
所 

・
総 

会 

5
月
15
日
（
金
） 

・
舞
台
発
表
会 

 

い
ず
れ
も
、
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

・
会
場
設
営
5
月
14
日
17
時
～
本
部

役
員
、
地
区
会
長
、
出
演
ク
ラ
ブ
役
員
他 

③ 
2

0
2

0

年
度
作
品
発
表
会 

・
6
月
12
日
・
13
日 

・
6
月
11
日
（
木
）
13
時
～
会
場
設
営
、

14
時
～
作
品
陳
列 

④
「
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」
の
解
散 

 

令
和
2
年
3
月
31
日
（
期
末
迄
休
部
） 

） 

【
別
紙
】
地
区
会
長
に
お
渡
し
済
み
で
す
。 

              

           

「
初
夢
」
と
「
屠
蘇

と

そ

」 
 

 
 

春
日
丘
長
寿
会 

大
村 

三
郎 

 

お
正
月
の
「
初
夢
」
と
「
屠
蘇

と

そ

」
の
語

源
に
触
れ
て
み
た
い
。
先
ず
「
初
夢
」 

の
①
富
士
②
鷹
③
ナ
ス
ビ
。
皆
さ
ん
既

に
お
馴
染
み
の
こ
の
慣
用
句
に
は
続
き

が
あ
る
。
④
扇
（
お
う
ぎ
）
⑤
タ
バ
コ 

⑥
座
頭
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
か
ら
③

の
語
源
に
つ
い
て
述
べ
る
。
江
戸
時
代

初
期
に
で
き
た
こ
の
慣
用
句
は
い
ず
れ

も
駿
河
（
今
の
静
岡
県
）
が
発
祥
の
地
で

あ
る
。
①
の
富
士
山
は
誰
も
が
知
っ
て

る
日
本
一
の
高
い
山
。
②
の
鷹
は
富
士

山
の
東
南
に
位
置
す
る
駿
河
で
二
番
目

に
高
い
足
高
山
。
そ
の
「
高
」
か
ら
発
音

が
同
じ
と
い
う
こ
と
で
鳥
の
「
鷹
」
を
持

っ
て
来
た
。
そ
し
て
③
ナ
ス
ビ
は
市
井

で
売
っ
て
い
る
「
ナ
ス
ビ
の
値
が
高
い
」

と
徳
川
家
康
が
叱
っ
た
こ
と
か
ら
。
こ

の
三
つ
全
て
に
共
通
す
る
「
高
」
こ
れ
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
た
だ
④
か
ら

⑥
の
語
源
は
今
回
不
明
だ
っ
た
。 

も
う
一
つ
「
屠
蘇
」
に
つ
い
て
は
・
・
・ 

古
く
か
ら
無
病
息
災
厄
除
の
た
め
に

種
々
の
薬
草
を
調
合
し
酒
に
浸
し
て
飲

ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、
邪
気
を
屠
（
ほ
ふ
）

り
、
魂
を
蘇
ら
せ
る
。
そ
の
願
い
を
込
め

て
お
正
月
に
飲
む
お
酒
を
「
屠
蘇
」
と
名

付
け
た
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
良
い
お
正
月

を
・
・
・ 

  

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」 

緑
ヶ
丘
長
寿
会
に
全
老
連
会
長
賞 

 
 

 

緑
ヶ
丘
長
寿
会
会
長 

奥
田 

徹 
 
 
 
 

 
 

11
月
26
日
と
27
日
、
第
48
回
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
開

催
さ
れ
、
式
典
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

令
和
元
年
度
「
１
０
０
万
人
会
員
増
強

運
動
」
５
か
年
連
続
会
員
増
加
を
達
成
し

た
団
体
（
緑
ヶ
丘
47
名
）
の
功
績
は
表
彰

に
相
応
し
い
と
の
決
定
を
い
た
だ
き
、
全

国
大
会
の
席
上
で
受
賞
し
ま
し
た
。 

奈
良
県
老
連
か
ら
は
中
村
会
長
、
事

務
局
、
受
賞
４
団
体
の
12
名
が
出
席
し
、

全
国
か
ら
は
約2

4
0

0

名
で
し
た
。 

 

26
日
は
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇

場
で
３
部
会
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

第
２
部
会
の
「
高
齢
者
の
支
え
合
い
活

動
の
推
進
」
に
つ
い
て
受
講
し
ま
し
た
。 

 

27
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
講
演
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
活
動
ビ
デ
オ
、
埼
玉
県

老
連
・
新
藤
氏
、
全
老
連
・
清
家
氏
の
挨

拶
後
、
各
部
門
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
厚
生
労
働
大
臣
、
県
知
事
、

市
長
か
ら
の
祝
辞
、
次
回
大
会
山
形
県

の
挨
拶
が
あ
り
、
全
て
の
式
典
が
終
了

し
ま
し
た
。
帰
り
の
新
幹
線
車
中
で
は

皆
さ
ん
方
、
こ
れ
を
糧
に
会
員
増
強
へ
、

ま
す
ま
す
頑
張
る
ぞ
、
を
胸
に
誓
っ
て

和
気
あ
い
あ
い
と
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

  

第
四
回 

健
康
フ
ェ
ス
タ
開
催 

 

副
会
長
・
健
康
部
長 

難
波 

尊
志 

去
る
11
月
19
日
（
火
）
９
時
30
分
か

ら
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
、
各
地
区
健
康
委
員
、
地
区
会
長
等
41

名
が
参
加
し
て
、
第
四
回
「
健
康
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

測
定
は
規
定
６
種
目
（
握
力
、
上
体
起

し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼
片
足
立
ち
、
10

ｍ
障
害
物
歩
行
、
６
分
間
歩
行
）
の
他
、

体
内
年
齢
判
定
、
段
差
立
ち
上
が
り
の

計
８
種
目
を
実
施
し
ま
し
た
。 

受
付
後
、
血
圧
測
定
で
体
調
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
岡 

会
長
の
挨
拶
、
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
貴
志
健
康
運
動
指
導
士

の
準
備
体
操
の
後
、
全
員
で
「
開
眼
片
足

立
ち
」
を
ス
タ
ー
ト
に
測
定
を
開
始
し

ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

そ
の
後
、
５
班
に
分
れ
て
「
握
力
、
上

体
起
し
、
長
座
体
前
屈
、
10
ｍ
障
害
物
歩

行
、
体
内
年
齢
判
定
、
段
差
立
ち
上
り
」

の
測
定
を
順
次
行
い
、
体
内
年
齢
判
定

と
血
圧
測
定
の
一
部
は
町
健
康
保
険
課

の
、
森
様
、
加
茂
様
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
。
測
定
担
当
者
の
慣
れ
と
参
加
者

の
協
力
で
力
で
手
際
よ
く
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
全
員
で
「
６
分
間
歩
行
」
の
測
定

を
し
て
、
最
後
に
貴
志
氏
に
よ
る
整
理

体
操
を
以
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

測
定
結
果
の
総
合
評
価
は
、
体
内
年

齢
判
定
で
は
、
測
定
結
果
と
実
年
齢
の

差
に
段
差
立
ち
上
り
で
は
、
各
ボ
ッ
ク

ス
台
か
ら
の
立
ち
上
り
に
数
回
挑
戦
し
、

そ
の
結
果
に
納
得
し
た
り
諦
め
た
り
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
体
力
測

定
会
は
、
日
頃
の
活
動
（
運
動
）
を
通
し

て
1
年
の
成
果
を
見
る
も
の
で
、
開
催

に
は
地
区
健
康
委
員
、
地
区
会
長
等
の

参
加
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
前
年
に
比
べ
て
若
干
の
減
少
に
終
わ

り
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

今
回
の
測
定
会
で
、
前
回
の
数
値
よ

り
低
下
し
た
点
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
意
識

し
て
、「
お
で
か
け
健
康
法
」
な
ど
の
実

施
で
向
上
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
長
寿
会
健
康
部
で

は
各
地
区
別
に 

体
力
側
定
の
実
施
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に

各
健
康
委
員
も
月
例
会
等
で
是
非
実
施

し
て
下
さ
い
。
必
要
が
あ
れ
ば
健
康
部

か
ら
応
援
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
絡
下

さ
い
。 

   
 
   

 
  

 
 
  

（
以
上
） 

  

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は
「
枯
れ
る
」 

 

こ
の
季
節
に
な
る
と
草
花
さ
え
枯
れ

る
ん
じ
ゃ
、
と
言
い
つ
つ
川
柳
ク
ラ
ブ

の
面
々
は
枯
れ
る
ど
こ
ろ
か
新
芽
を
膨

ら
ま
せ
る
勢
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
今

年
の
干
支
は
「
ね
ず
み
」
や
ね
ん
け
ど
、

あ
の
「
金
網
の
ネ
ズ
ミ
獲
り
」
っ
て
今
で

も
売
っ
て
ん
の
？
さ
ア 

警
察
で
訊
い

て
み
た
ら
・
・
・
？
。 

 

声
か
れ
て
美
声
聞
か
せ
ぬ
の
ど
自
慢 

左
近 

育
子 

枯
れ
て
も
た
遂
に
と
う
と
う
芽
も
出
ず
に 

高
橋 

秀
尹 

老
人
会
皆
ん
な
立
派
に
枯
れ
た
味 

宮
前 

敏
子 

枯
木
に
は
古
木
の
風
情
が
偲
ば
れ
る 

薮
内 

照
香 

巣
立
ち
行
く
子
ら
へ
教
師
の
し
わ
が
れ
声 

山
田 

謙
造 

あ
き
ら
め
も
良
い
こ
と
と
知
る
枯
れ
尾
花 

阿
部 

裕
子 

枯
れ
て
な
い
枯
れ
て
ま
せ
ん
と
老
い
二
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
戸
美
恵
子 

松
枯
れ
て
松
茸
諦
め
椎
茸
だ 難

波 

尊
志 

川
土
手
で
ハ
モ
ニ
カ
で
吹
く
「
枯
れ
す
す

き
」
大
村 

三
郎 

三
室
山
老
い
た
背
中
に
枯
葉
舞
う 

松
井 

友
博 

時
期
が
来
て
す
っ
き
り
枯
れ
た
ら
い
い

の
に
な  

 
 
 
 

 
 

浜
崎 

晴
美 

落
ち
葉
焚
き
か
き
出
す
芋
の
焼
け
具
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井 

信
夫 

八
十
路
坂
ま
だ
枯
れ
ぬ
ぞ
と
人
を
恋
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
田 

利
治 

葉
の
裏
に
空
蝉
し
っ
か
り
し
が
み
つ
き 

 
 

宮
崎
多
喜
代 

  

短
歌
ク
ラ
ブ
（
順
不
同
） 

 

我
が
家
に
は
こ
う
の
と
り
と
は
縁
な
き

や
な
や
み
苦
し
み
息
子
あ
き
ら
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
東 

隆
子 

ナ
ツ
メ
ロ
の
流
れ
る
路
地
に
肩
を
組
む

酒
酔
い
人
の
足
は
も
つ
れ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
近 

育
子 

秋
深
し
夜
の
帳
の
す
で
に
下
り
明
る 

さ
灯
す
中
天
の
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

徳
原 

友
子 

タ
ン
ポ
ポ
の
絮
毛
の
よ
う
に
ま
ん
丸 

い
心
に
な
り
て
散
り
て
ゆ
き
た
し 

野
木 

宗
信 

音
も
な
く
花
び
ら
ゆ
れ
て
野
辺
に
咲 

く
う
す
も
も
い
ろ
の
コ
ス
モ
ス
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

飯
田 

陽
子 

ふ
か
し
芋
二
つ
に
割
っ
て
か
ぶ
り
つ 

く
ホ
ッ
コ
リ
甘
き
恵
み
い
た
だ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

魚
住 

潤
子 

五
年
間
わ
れ
診
し
女
医
が
明
日
か
ら 

は
産
休
と
言
う
手
に
ぎ
り
祝
う 

大
村 

三
郎 

  

俳
句
ク
ラ
ブ 

十
二
月
の
か
し
の
木
句
会 

 

 
 

 
 

（
五
十
音
順 

循
環
） 

冬
の
川
鯉
の
沈
み
て
動
か
ざ
る 

乾 

フ
ジ
子 

夫
の
剪
る
樹
に
も
冬
芽
の
着
き
ゐ
た
る 

岩
城 

和
子 

大
島
の
着
物
を
解
く
夜
長
か
な 

江
崎 

俊
夫 

金
色
堂
螺
鈿
に
紅
葉
降
り
ゐ
た
る 

岡
本 

豊
子 

太
陽
を
丸
ご
と
受
け
て
蜜
柑
山 

澤
波
百
合
子 

被
災
地
の
冬
川
音
は
泣
く
如
し 

中
川 

克
己 

秋
の
草
刈
り
取
る
僧
の
手
の
早
さ 

花
岡 

安
子 

寒
林
の
空
美
し
く
晴
に
け
り 本

谷
眞
治
郎 

齢
か
く
す
つ
も
り
も
あ
り
て
冬
帽
子 

野
木 

宗
信 

帰
り
ゆ
く
う
し
ろ
姿
や
初
時
雨 

 
 

 
 

 

三
船 

忠
志 

色
付
き
て
在
り
処
お
の
づ
と
烏
瓜 

宮
本 

洋
子 

  

お
く
や
み 

 令
和
元
年
1１
月
20
日 

か
ら
12
月
19
日 

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 

東
野 

光
世
様(

85)
 
 

 

椣
原
地
区 

 

谷
川
キ
ク
エ
様(

94)
   

 
 

櫟
原
地
区 

 

水
流 

ツ
ヤ
様(

94)

北
信
貴
ヶ
丘
地
区 

 
 田

中 

昭
三
様(

84)
   

初
香
台
地
区 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
第
107
回 

1
月
28
日
（
火
） 

・
中
央
公
民
館 

9
：
30
集
合 

・
三
里
古
墳
、
春
日
大
社 

約
5.5
㎞ 

※
午
前
中
修
了 

※
飲
物
、
「
手
帳
」
、
雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

 

お
詫
び
と
訂
正 

編
集
部 

◇
12
月
号
表
面
1
段
2
行
目 

正 

左
記
文
字
の
削
除 

誤
（
上
庄
台
、
吉
新
欠
席
） 

 

以
上
の
と
お
り
、
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。 

 


